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１．はじめに

　 年，商用音楽制作でのミキシングは， 算機上のソ

フトウェアを利用して実施されることが多い．そのプロ

セスとしては，ボーカル，ギター，ドラムスなどの音素

材データに対し，エフェクト処理や音像定位処理を施し，

最終的にはステレオトラックに音素材をまとめあげ，CD

等のプレス用のマスターデータを作成する．音楽のミキ

シングは，ミキシングエンジニアおよび制作環境，楽曲

によって異なり，たとえ同じ音素材を用いても，ミキシ

ングによって完成した楽曲の印象は大きく異なる．この

ようにミキシングは，音楽制作においては 常に重要な

プロセスであり，的確なミキシングを行うには，ミキシ

ングエンジニアが持つ 度な技能と経験を要する．その

ため，アマチュアがミキシングに取り組んでも意図した

結果を得ることは難しく，良 なマスターデータが得ら

れないという問題があった．従来の 算機上のミキシン

グソフトウェアは，基本的に，ミキシングエンジニアが

旧来のハードウェアミキサやエフェクタを用いて実施し

ていた作業を 算機上で可能にするものであり，技能と

経験の乏しいアマチュアがミキシングを行う上での支援

はなかった．

　本研究では，経験豊富なミキシングエンジニアの持つ

ミキシングのノウハウをテンプレート化しておき，経験

の乏しいアマチュアが自分の制作過程で再利用できるシ

ステムを提案する．具体的には，音素材のデータから楽

曲構造グループ(Aメロ，Bメロ，サビなど)の抽出を行い，

そのグループごとのミックスダウンに関わる 定情報か

ら「ミックスダウンデザインテンプレート」を作成し，

他の楽曲の音素材に対して適用可能な手法を提案する．

上記を実装するミキシングソフトウェアとして，本研究

では，世界的に普及しているレコーディング・エディテ

ィング・ミキシングシステムの一つであるPro Tools

(Digidesign, Inc.)1)を使用する．

２．ミックスダウンデザインテンプレート

　本研究では，楽曲のミキシング作業で 定する，エ

フェクト処理の順序とパラメータ，各トラックデータ

のボリュームバランス，パンニングなどの 定情報を

ミックスダウンデザインと呼び，それを再利用可能な

形にしたものをミックスダウンデザインテンプレート

と定義する．同じ音素材を用いて楽曲を制作しても，

このミックスダウンデザインが変わると，大きく異な

る印象を持つ曲になる．

†関西学院大学大学院理学研究科

‡科学技術振興事業団さきがけ研究 21「情報と知」領域/産業

技術総合研究所

††関西学院大学理工学 /科学技術振興事業団さきがけ 21

「協調と制御」領域

　１曲を通してミックスダウンデザインが変化しない

ということはほとんどなく，A メロ，B メロ，サビなど

の楽曲構造グループの転換点において変化することが

多い．そこで，楽曲構造グループごとにミックスダウ

ンデザインテンプレートを抽出し，原則として，異な

る楽曲の同じ楽曲構造グループに適用する方針をとる．

　楽曲 A のミックスダウンデザインテンプレートを抽

出し，作成されたテンプレートを楽曲 B に適用する流

れを図１に示す．このようにミックスダウンデザイン

テンプレートを導入することにより，経験の乏しいア

マチュアでも，テンプレートを選択するだけで比 的

容易に の いミキシングが可能になる．さらに，経

験豊富なミキシングエンジニアにとっても，過去のノ

ウハウを再利用できるため，制作時間の短縮につなが

り，生産性の向上に寄与できる．特に，異なるテンプ

レートを多数用意しておくことで，ある楽曲に対する

様々なミックスダウン結果を短時間で 聴し，的確な

判断をすること等も可能になる．

図１.ミックスダウンデザインテンプレート作成・適用の流れ

３．システム概要

　本システムでは，まず事前の準備として，様々な曲

の楽曲構造グループを自動抽出し，グループごとのミ

ックスダウンデザインテンプレートを抽出しておく．

そして，新たな楽曲をミックスダウンする際に，ユー
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ザが選択したテンプレートを適用し，短時間での的確

なミックスダウンを可能にする．

３．１　楽曲構造グループ抽出

　繰り し構造に基づいて音楽 CD の楽曲構造グループ

の自動抽出に取り組んだ研究として，後藤の RefraiD

(Refrain Detecting Method)2)がある．RefraiD は，音

楽 CD 等による複 な混合音を含む楽曲に対して繰り

し構造を抽出し，サビ区間を網羅的に検出する手法で

ある．

　本研究では，ミックスダウン前のトラックごとの音

データから 析される繰り し構造，さらに，ミッ

クスダウンデザインの推移パターンを組み合わせるこ

とで楽曲構造グループを判断する．まず，各トラック

をリズムパート，単音旋律パート，ハーモニーパート

に分 する．繰り し構造を得るためのずらし幅とし

て利用するために，リズムパートからは，ビート単位

を抽出する．同時に，音量に関する相関に基づきリズ

ムパターンの変化も う．単音旋律パートからは，自

己相関関数を利用して繰り し構造を抽出する．ハー

モニーパートからは，単純な自己相関関数では繰り

し構造の抽出が困難なため，後藤の RefraiD2)を使用す

る．また，ミックスダウンデザインが楽曲構造グルー

プの転換点において変化することが多いという性 を

考慮し，その転換点の情報も利用することで，既存手

法より精度の い楽曲構造グループの抽出を実現する．

３．２　楽曲構造グループごとのミックスダウンデザ 　　　　　　　　　　　　

　　　　インのテンプレート化

　楽曲構造グループごとに動的に変化するミックスダ

ウンデザインを抽出し，テンプレートの作成を行う．

この際，楽器種や単音パート，伴奏パートなどの分

ができると望ましい．なお， 定情報の細かな時間変

化に関しては，テンポやメロディーの異なる楽曲へ適

用するのが困難なため，現時点では対象外とする．

３．３　ミックスダウンデザインテンプレートの適用

　まず，これからミックスダウンしたい楽曲のトラッ

クデータから楽曲構造グループを抽出する．次に，各

トラックの属性(楽器，パート)にできるだけ くて適

切なミックスダウンデザインテンプレートの一覧をユ

ーザに提示し，ユーザが選択したテンプレートを当て

はめる．楽曲構造グループごとに適用するテンプレー

トを大きく変えることで，楽曲の進行に応じたバリエ

ーション豊かなミックスダウン結果も得られる．

４．実験と考察

　実際にある楽曲から手作業によってミックスダウンデ

ザインテンプレートを抽出し，別の楽曲に適用する実験

を行った．以下のURLに，その適用結果を示す．

http://ist.ksc.kwansei.ac.jp/̃katayose/MXD/mixdow

n.html なお，本研究では，ＲＷＣ研究用音楽データベ

ース(ポピュラー音楽)3)の制作過程情報(Pro Tools デ

ータ)を使用し，RWC-MDB-P-2001 No.13 のミックスダ

ウンデザインテンプレートを RWC-MDB-P-2001 No.18 に

適用した．

　システム実装の前段階として，ミックスダウンデザイ

ンテンプレートに基づく我々のアプローチの有効性を判

断する評価実験を行った．ミックスダウン経験のない一

般の被験者20人を対象として，異なるミックスダウンデ

ザインが適用された楽曲を聴取したときに，そのデザイ

ンの違いをどのように評定するかを調査した．実験では，

ある一つの楽曲に５種 のテンプレートを適用したミッ

クスダウン結果を被験者に提示した．その結果，全被験

者は，テンプレートの違うミックスダウン結果を，異な

るミックスが施されているものとして 別できた．また，

被験者ごとに，各自が聴きやすく好ましいと感じるミッ

クスダウン結果が異なっていた．つまり，同じ楽曲でも，

ミックスダウンデザインテンプレートの違いにより，最

終的な楽曲に対する好みが変化することがわかった．

　以上の結果は，ある楽曲に対するミックスダウンに

唯一の正 があるわけでなく，多様なミキシングの余

地があることを示唆している．将来的には，楽曲の制

作過程において本システムを用いるだけでなく，一般

の聴取者が，楽曲素材に対して各自の好みのテンプレ

ートを適用して楽しむ，という利用形態へ発展させる

ことを検討している．

　さらに，ミキシングエンジニアにとっても，本来膨

大にかかるミックスダウン時間を短縮したり，発想の

幅を広げる上で，ミックスダウンデザインテンプレー

トの利用は有用である．その際には，自己の過去のミ

ックスダウン結果から抽出されたものも含む多数のテ

ンプレートから，適切なものを選択してラフなミック

スダウンを完了させ，その後の微調節をエンジニア自

身が行うことを想定している．

５．おわりに

　本稿では，音楽制作におけるミックスダウンデザイ

ンのテンプレート化という新たな概念を提唱し，その

楽曲からの抽出と再利用を可能にするシステムを提案

した．トラック間のボリュームバランスや各種エフェ

クト 定を抽出したミックスダウンデザインは，楽曲

全体に渡って 的なものでなく，楽曲の進行に伴って

動的に変化していくものである．そこで，楽曲構造グ

ループを繰り しに基づいて自動抽出し，グループご

とにテンプレート化・適用する方法を提案した．被験

者実験の結果，異なるテンプレートの適用は，音楽的

練を受けていない一般の人にも容易にわかる違いを

生じることが確認できた．

　現段階で，システムのデザインとリズムパートに対

する処理，単音旋律パートに対する処理の実装が終了

している．今後は，各モジュールの 精度化とシステ

ム統合をはかっていきたい．
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